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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.03kW × 2台，P140形，P160形：0.05kW × 2台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）および共用タイプ（P71，P80，P112用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。

         この組合せではそれぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDKV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：14，急：12，強：10，弱：8 P急：19，急：18，強：16，弱：14

5642

0

横断流式（モータ直結）×1

アルミフィン＆銅チューブ式

339 × 1197 × 262

17

290 × 870 × 230

11

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.66，中間：5.78

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

10.4

0.71

8.1

9.4

2.73
0.778（中温：0.648）

0.426
3.11（最小：0.518）

0.890

4.46

定格：3.60，中間：5.73

5.8

5.2

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：59，急：57，強：53，弱：47

P急：44，急：42，強：37，弱：32
P急：56，急：54，強：52，弱：49

P急：40，急：38，強：36，弱：33

定格：3.78，中間：6.03

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.75

9.8

10.1

 5（23）

3.31
0.946（中温：0.769）

0.387
3.39（最小：0.551）

1.09

6.07

定格：4.13，中間：5.78

6.2

5.4

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.18，中間：5.38

6.3（中温：6.4）

3.5

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

13.8

0.70

13.0

12.4

4.40
1.17（中温：0.961）

0.435
4.16（最小：0.637）

1.26

6.32

定格：3.85，中間：5.71

5.8

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1405HA        

FDKV1405HPA5S

室内：FDKZP565S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDKV1125HPA5S

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1605HA       

FDKV1605HPA5S

φmm

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1
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室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.03kW × 2台，P140形，P160形：0.05kW × 2台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）および共用タイプ（P71，P80，P112用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。

         この組合せではそれぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDKV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：14，急：12，強：10，弱：8 P急：19，急：18，強：16，弱：14

5642

0

横断流式（モータ直結）×1

アルミフィン＆銅チューブ式

339 × 1197 × 262

17

290 × 870 × 230

11

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.66，中間：5.78

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

10.4

0.71

8.1

9.4

2.73
0.778（中温：0.648）

0.426
3.11（最小：0.518）

0.890

4.46

定格：3.60，中間：5.73

5.8

5.2

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：59，急：57，強：53，弱：47

P急：44，急：42，強：37，弱：32
P急：56，急：54，強：52，弱：49

P急：40，急：38，強：36，弱：33

定格：3.78，中間：6.03

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.75

9.8

10.1

 5（23）

3.31
0.946（中温：0.769）

0.387
3.39（最小：0.551）

1.09

6.07

定格：4.13，中間：5.78

6.2

5.4

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.18，中間：5.38

6.3（中温：6.4）

3.5

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

13.8

0.70

13.0

12.4

4.40
1.17（中温：0.961）

0.435
4.16（最小：0.637）

1.26

6.32

定格：3.85，中間：5.71

5.8

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1405HA        

FDKV1405HPA5S

室内：FDKZP565S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDKV1125HPA5S

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1605HA       

FDKV1605HPA5S

φmm

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970× 370

86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1
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室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）
室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.03kW × 3台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

             ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(7)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDKV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

0

横断流式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.24，中間：5.43

6.3（中温：6.4）

室内：FDKZP565S × 3台  
室外：FDCVP1605HA       

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.16（中温：0.984）

4.14 （最小：0.659）

定格：3.86，中間：5.76

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

290 × 870 × 230高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

冷：72，暖：73

P急：59，急：57，強：53，弱：47

P急：44，急：42，強：37，弱：32

冷：58，暖：59

P急：14，急：12，強：10，弱：8

冷：86，暖：86

φmmまたはmm2

kW

FDKV1605HTA5S

3.5

7.2

13.8

0.73

12.7

12.3

5（23）

4.32

0.457

1.25

6.18

5.7
5.1

11

42

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

20

0.9（M-MB75）

144

30

30（30）

5.5 × 3本

2.0
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⑼　床置形（FDFV）

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

A

MPa

トン

注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.21kW × 1台

　(6) 室内ユニットは共用タイプ（P112，P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，P140形，

　　　P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

　(7) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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置

送
風
装
置
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDFV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要） 1.77（届出不要）1.22（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52  （フレア接続）

5.5 × 3本

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(7)

軸流式（モータ直結）×1

0.9（M-MB75）

144

20

3.3（R32）［配管30m分封入済］

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P，CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，オートスイング），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：29，急：26 ，強：23，弱：19

0

49

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

1850 × 600 × 329

三相　200V　50/60Hz

定格：3.77，中間：5.17

4.5（中温：4.7）

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1405HA

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1605HA

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1125HA

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～  14.3 ]（最小：2.8）

0.870（中温：0.750）

2.77  （最小：0.580）

定格：4.04，中間：5.37

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：66，急：63，強：61，弱：56

P急：55，急：51，強：49，弱：44

定格：3.18，中間：5.14

5.7（中温：5.9）

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

1.11（中温：0.980）

3.98 （最小：0.714）

定格：3.52，中間：5.21

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.48，中間：4.70

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.34 （中温：1.10）

4.96（最小：0.820）

定格：3.23，中間：5.18

14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

冷：70，暖：71

2.0

冷：58，暖：59
冷：72，暖：73

3.0 3.7

冷：58，暖：59

冷：86，暖：86

φmmまたはmm2

kW

mm2

mm2

FDFV1125HA5S FDFV1405HA5S FDFV1605HA5S

RC-DX3B（標準装備）

3.3 3.3 3.7

5.1 6.3 7.2

12.5 13.6 13.6

0.78 0.70 0.67

7.9 11.6 16.6

8.3 11.8 14.8

5（23）

2.65 3.93 5.65

0.475 0.475 0.520

0.950 1.21 1.39

5.72 6.26 6.26

5.3 5.1 4.9

5.1 4.8 4.5

157

2.0

30

30（30）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

PGA000Z825 B
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4. 塗 装 色
⑴　室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

⑵　室外ユニット

FDCVP1125HA, 1405HA, 1605HA

外板一式

スタッコホワイト

（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）
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消
費
電
力
補
正
係
数

　　　(1) 冷房
　　　　　　(a)   室内・外温度条件による能力補正

　　　　　　(b)  室内・外温度条件による消費電力補正

0.0

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

0.0

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

室内湿球温度24℃WB

室内湿球温度19℃WB

室内湿球温度17℃WB

室内湿球温度15℃WB

室内湿球温度12℃WB

室内湿球温度24℃WB

室内湿球温度19℃WB

室内湿球温度17℃WB

室内湿球温度15℃WB

室内湿球温度12℃WB

能
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

室外乾球温度 (℃DB)

5. 能力特性
 仕様の能力値はJIS B 8616条件による値です。実際の能力は下式により求めてください。
（なお，暖房能力は，補助ヒータを含まないヒートポンプのみの値です。）

実際の
ユニット能力

＝ 定格能力 × × ×
配管相当長による
補正係数

室内･外高低差による
補正係数

風量変更時の
補正係数

ご注意：外気温度が－5℃以下で冷房運転する場合は，できるだけ室外ユニットは自然風の影響を受けない設置状態とし
            てください。風が当たると，低圧圧力の低下により圧縮機の停止頻度が多くなり，能力が更に低下しユニットの
            故障原因となります。
            

能 力 特 性

温度条件による
補正係数

×

2)  室内・外温度条件による消費電力補正 

消
費
電
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

(a)  P405〜P635

(1)  エクシードハイパーシリーズ

       ( i )  冷房

           1)   室内・外温度条件による能力補正 

能
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

0

0

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 24℃WB
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室内乾球温度 (℃DB)

室内乾球温度 (℃DB)

　　　(2) 暖房

　　　　　　(a) 定格暖房標準条件の定格暖房能力を基準
( i ) 室内・外温度条件による能力補正

( ii ) 室内・外温度条件による消費電力補正

(P1125～P1605）

0.0

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35

5 10 15 20 25 30 35

室外湿球温度18℃WB室外湿球温度10℃WB

室外湿球温度6℃WB

0.5

1.0

1.5

室外湿球温度18℃WB

室外湿球温度10℃WB

室外湿球温度6℃WB

(P1125～P1605）
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能
力
補
正
係
数

室内乾球温度 (℃DB)

室内乾球温度 (℃DB)

能
力
補
正
係
数

5 10 15 20 25 30 35

5 10 15 20 25 30 35

　　　　　　(b) 最大暖房低温条件の最大暖房低温能力を基準

( i ) 室内・外温度条件による能力補正

（P1125）

（P1405）

0.0

0.5

1.0

1.5

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 -18℃WB

0.0

0.5

1.0

1.5

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -18℃WB
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消
費
電
力
補
正
係
数

（P1605）

( ii ) 室内・外温度条件による消費電力補正

（P1125～P1605）

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 -18℃WB

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 -18℃WB

室内乾球温度 (℃DB)

能
力
補
正
係
数

5 10 15 20 25 30 35
0.0

0.5

1.0

1.5

室内乾球温度 (℃DB)

5 10 15 20 25 30 35
0.0

0.5

1.0

1.5
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60.11

44.01

58.9

26.01

20.01

97.01

91.01

59.01

43.01

21.11

94.01

℃DB ℃WB

21℃DB 23℃DB 26℃DB 27℃DB 28℃DB 31℃DB 33℃DB

24℃DB22℃DB20℃DB19℃DB18℃DB16℃DB14℃DB ℃DB 16℃DB 18℃DB 20℃DB 22℃DB 24℃DB

℃DB TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC -19.8 -20 8.18 8.04 7.91 7.77 7.63

71.823.874.806.847.881-7.71-02.602.629.529.546.546.505.505.553.553.511
17.878.820.961.903.961-7.51-98.860.2120.934.1145.808.0195.894.0156.812.0131
52.914.985.927.968.941-5.31-51.928.2192.951.2197.874.1148.831.1198.828.0151

21-5.11-01.927.2132.940.2167.873.1118.840.1168.837.0171
01-5.9-70.916.2102.949.1127.872.1177.849.0128.836.0191

52.1144.1116.1187.118-5.7-40.915.2171.948.1196.881.1147.848.0197.845.0112
86.1188.1180.2162.2144.216-5.5-10.904.2141.947.1156.880.1107.857.0147.854.0132
80.2182.2194.2176.2168.214-0.3-57.846.1168.889.0194.856.0145.853.0195.850.0191.867.952
74.2186.2198.2190.3192.312-0.1-40.905.1165.858.0106.825.0166.822.0141.846.972
78.2180.3103.3105.3117.3100.100.953.1115.817.0165.893.0116.801.0190.825.992
70.3182.3105.3117.3129.3110.259.812.1174.885.0115.862.0145.879.930.804.913
72.3194.3107.3129.3141.4120.398.870.1104.844.0154.831.0105.848.989.782.990.848.833
28.1179.1121.2132.2143.2140.558.839.0163.813.0104.800.0154.827.939.751.979.795.853
12.2163.2105.2195.2176.2160.787.896.0182.870.0123.867.943.874.918.709.838.743.873
16.2147.2188.2149.2110.3180.9

00.3131.3172.3103.3143.31015.1175.822.0190.895.931.872.961.889.885.704.826.758.714
35.3146.3157.3118.3178.31215.3105.899.999.753.920.820.950.837.884.751.815.706.734

15.5 14 14.41 14.32 14.23 14.14 14.06

16.5 16 14.94 14.85 14.72 14.65 14.58

室内吸込温度

℃DB

最
大

暖
房

低
温

条
件

を
基

準
定
格
暖
房
標
準

条
件
を
基
準

外気温度

室内吸込温度
外気温度

冷房 (kW) 暖房 (kW)

46.864.0171.838.912.815.952.822.986.756.827.790.893

参考　能力特性表

Bypass Factor 0.152
室内風量 36 (m3/min)
冷房定格能力　　10.0(kW) 暖房定格能力　　12.5(kW) 最大暖房低温能力　　13.5(kW)
冷房定格顕熱比 0.84

記事(1) 冷房および暖房能力は，定格能力時の圧縮機回転数で固定した条件での計算値です。
　         ただし，制御により圧縮機回転数が変化する場合は，その能力変化を考慮しています。
　　(2) 運転条件
　　　   配管長：7.5m      室内外ユニット高低差：0m
　　(3) 記号説明
            TC  ：冷房能力 (kW)
　　　　SHC：顕熱能力 (kW)

形式  FDTV1125HA5S （室内ユニット：FDTZP1605S, 室外ユニット：FDCVP1125HA ）

形式  FDTV1405HA5S （室内ユニット：FDTZP1605S, 室外ユニット：FDCVP1405HA ）
Bypass Factor                      0.155

室内風量 36 (m3/min)

冷房定格能力　　12.5(kW) 暖房定格能力　　14.0(kW) 最大暖房低温能力　　14.5(kW)

冷房定格顕熱比 0.75

TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC

冷房 (kW) 暖房 (kW)

16℃DB 18℃DB ℃DB 22℃DB 24℃DB

℃DB

11

31

51

71

91

12

52

72

86.8

12.9

57.9

43.01

49.01

85.11

12.21

37.21

52.31

77.31

30.41

92.41

32.31

86.31

21.41

65.41

51.51

38.8

83.9

29.9

25.01

21.11

28.11

25.21

20.31

25.31

20.41

72.41

25.41

04.31

48.31

72.41

17.41

82.51

89.8

45.9

90.01

96.01

03.11

60.21

28.21

03.31

87.31

62.41

05.41

47.41

75.31

00.41

34.41

68.41

04.51

21.9

86.9

42.01

58.01

64.11

91.21

19.21

34.31

59.31

74.41

27.41

89.41

07.31

01.41

05.41

09.41

74.51

62.9

28.9

83.01

10.11

36.11

13.21

00.31

65.31

11.41

76.41

59.41

32.51

28.31

91.41

75.41

49.41

45.51

室内吸込温度

℃DB

最
大
暖
房
低
温

条
件
を
基
準

定
格

暖
房

標
準

条
件

を
基

準

21℃DB 23℃DB 26℃DB 27℃DB 28℃DB 31℃DB 33℃DB

24℃DB22℃DB20℃DB19℃DB18℃DB16℃DB14℃DB

外気温度

室内吸込温度
外気温度

13

33

53

73

93

14

31.9

99.8

38.8

86.8

35.8

83.8

40.11

47.01

34.01

21.01

18.9

05.934

92.9

12.9

70.9

00.9

29.8

97.8

56.8

05.8

63.8

51.9

02.21

50.21

57.11

06.11

44.11

31.11

28.01

05.01

91.01

09.1192

45.7

88.9

02.01

61.01

21.01

80.01

07.9

20.01

1

57.7

70.5

30.6

09.5

77.5

36.5

55.4

05.5

1

1

1

1

1

1

04.7

30.01

63.01

23.01

82.01

42.01

38.9

80.01

59.9

78.9

18.9

07.9

95.9

05.9

83.9

00.01

81.01

04.7

92.41

81.51

60.51

39.41

08.41

27.31

73.41

20.41

48.31

66.31

73.31

70.31

87.21

84.21

91.41

86.41

50.7

95.9

39.9

88.9

28.9

87.9

15.9

16.9

84.9

63.9

03.9

02.9

90.9

99.8

78.8

45.9

37.9

50.7

05.31

43.41

22.41

90.41

79.31

13.31

65.31

22.31

50.31

98.21

95.21

82.21

89.11

86.11

93.31

58.31

88.6

36.9

89.9

29.9

88.9

38.9

75.9

56.9

35.9

24.9

63.9

52.9

41.9

10.9

09.8

95.9

77.9

88.6

11.31

29.31

97.31

76.31

55.31

49.21

51.31

38.21

66.21

05.21

02.21

98.11

95.11

82.11

99.21

34.31

96.6

07.9

50.01

99.9

49.9

88.9

36.9

17.9

75.9

84.9

24.9

03.9

81.9

50.9

19.8

56.9

38.9

96.6

67.21

35.31

14.31

92.31

81.31

75.21

87.21

64.21

03.21

41.21

48.11

35.11

22.11

19.01

26.21

60.3132

20

8.70 8.57 8.43 8.29 8.15

16.14 16.04 15.94 15.84 15.74

7.71-

7.51-

5.31-

5.11-

5.9-

5.7-

5.5-

0.3-

0.1-

0.1

0.2

0.3

0.5

0.7

0.9

5.11

5.31

-19.8

15.5

16.5

-20

81-

61-

41-

21-

01-

8-

6-

4-

2-

0

1

2

4

6

8

01

21

14

16 16.74 16.64 16.48 16.41 16.33

℃WB
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14.9(kW)16.0(kW)

形式  FDTV1605HA5S （室内ユニット：FDTZP1605S, 室外ユニット：FDCVP1605HA ）

記事(1) 冷房および暖房能力は，定格能力時の圧縮機回転数で固定した条件での計算値です。
　         ただし，制御により圧縮機回転数が変化する場合は，その能力変化を考慮しています。
　　(2) 運転条件
　　　   配管長：7.5m      室内外ユニット高低差：0m
　　(3) 記号説明
            TC  ：冷房能力 (kW)
　　　　SHC：顕熱能力 (kW)

Bypass Factor                       0.17
室内風量

冷房定格能力　　 暖房定格能力　　 最大暖房低温能力　　
冷房定格顕熱比

36 (m3/min)

14.0(kW)
0.71

冷房 (kW) 暖房 (kW)

℃DB
℃DB

78.87.71-11

54.97.51-31

30.015.31-51

76.015.11-71

13.115.9-91

50.215.7-12

87.215.5-32

23.310.3-

57.7

93.01

38.01

87.01

27.01

76.01

16.01

22.01

86.8

88.61

59.71

08.71

66.71

15.71

63.71

92.6152

68.310.1-72
93.410.192

66.410.213
39.410.333

23.510.553

28.510.773

13.610.993

18.615.1114

64.715.31

68.7

26.01

30.11

69.01

98.01

58.01

87.01

63.01

56.01

35.01

74.01

04.01

43.01

22.01

90.01

79.9

48.9

92.8

00.61

10.71

68.61

27.61

85.61

44.61

73.51

90.61

09.51

07.51

05.51

03.51

79.41

46.41

13.41

89.31

73.7

81.01

95.01

25.01

34.01

83.01

43.01

90.01

02.01

31.01

50.01

79.9

09.9

67.9

16.9

74.9

03.9

09.7

21.51

60.61

29.51

87.51

56.51

15.51

19.41

81.51

00.51

18.41

26.41

34.41

01.41

67.31

24.31

80.31

24.7

42.01

56.01

55.01

05.01

54.01

04.01

61.01

62.01

81.01

11.01

30.01

49.9

08.9

66.9

15.9

43.9

07.7

86.41

85.51

54.51

23.51

81.51

50.51

94.41

37.41

55.41

63.41

81.41

00.41

66.31

23.31

89.21

36.21

64.7

23.01

17.01

26.01

75.01

25.01

74.01

22.01

33.01

42.01

61.01

90.01

00.01

58.9

07.9

65.9

73.9

94.7

92.41

51.51

20.51

98.41

67.41

26.41

70.41

13.41

41.41

69.31

87.31

06.31

62.31

19.21

75.21

22.21

29.9

48.9

57.9

76.9

95.9

15.9

33.9

81.9

20.9

48.8

76.31

05.31

33.31

61.31

99.21

28.21

64.21

11.21

67.11

14.11

37.9

45.9

93.9

22.9

30.9

68.8

73.21

20.21

86.11

33.11

99.01

46.0134
定
格
暖
房
標
準

条
件
を
基
準

室内吸込温度室内吸込温度

外気温度 ℃DB
外気温度

最
大

暖
房

低
温

条
件

を
基

準

21℃DB 23℃DB 26℃DB 27℃DB 28℃DB 31℃DB 33℃DB

24℃DB22℃DB20℃DB19℃DB18℃DB16℃DB14℃DB

TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC

16℃DB 18℃DB 20℃DB 22℃DB 24℃DB℃WB
-19.8 8.29

15.5 18.11

16.5

81-

61-

41-

21-

01-

8-

6-

4-

2-

0

1

2

4

6

8

01

21

-20

14

16

03.9

09.9

05.01

61.11

28.11

45.21

72.31

78.31

64.41

60.51

63.51

66.51

08.51

22.61

56.61

70.71

67.71

8.70

18.44

19.13

61.9

67.9

53.01

00.11

56.11

24.21

81.31

47.31

92.41

58.41

31.51

14.51

56.51

11.61

75.61

30.71

86.71

8.57

18.33

19.01

20.9

16.9

02.01

58.01

94.11

92.21

90.31

06.31

21.41

46.41

09.41

61.51

15.51

00.61

94.61

89.61

06.71

8.43

18.22

18.84 18.75

27.8

92.9

68.9

94.01

31.11

08.11

84.21

40.31

95.31

41.41

24.41

07.41

21.51

36.51

41.61

46.61

23.71

8.15

17.99

18.67
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(3) 配管距離･室内･外ユニット高低差による能力補正
     冷媒配管長（室内･室外ユニット間の片道長）および室内･室外ユニット高低差により，冷房・暖房能力の補正が必要です。
    ( a ) 配管相当長による能力補正係数
          室内･外ユニット間の高低差0mの場合の配管相当長対応の補正係数は下表のとおりです。
    

項目

冷    房

7.5

1

P1605

10

1

0.994

15

1

0.981

20

1

0.970

25

1

0.959

30

0.998

0.947

35

0.998

0.926

40

0.993

0.916

45

0.993

0.907

50

0.988

0.897

55

0.988

0.888

項目

冷    房

60

0.983

P1405

P1405

P1605 0.879

65

0.983

0.871

70

0.978

0.861

75

0.978

0.852

80

0.973

0.843

85

0.973

0.000

0.869 0.000

注(1)   相当長は下記の式により計算してください。
           ただし相当長としてそれぞれの形式の配管距離制限長さ（実長）＋5m以内となるよう設置してください。 

相当長(m)(1)

暖    房    (    全    形    式    共    通    )

相当長(m)(1)

暖    房    (    全    形    式    共    通    )

0.995 0.985 0.975 0.965 0.956 0.938 0.929 0.921 0.913 0.905

P1125 0.996 0.989 0.983 0.976 0.969

0.937

0.947

0.963 0.958 0.951 0.945 0.939 0.934

0.898 0.890 0.883 0.876

P1125 0.906 0.0000.928 0.922 0.917 0.912

φ15.88

0.25

●相当長＝実長＋（ベンドの相当長×途中配管のベンド数）
   ベンド1個当りの相当長
ガス配管径(ｍｍ)

ベンドの相当長 

   ( b ) 室内･外ユニット高低差による能力補正係数
      冷房時室外ユニットが下，暖房時室外ユニットが上，の場合のみ補正してください。

室 内 ・ 室 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ 方 向 の 差 （ ｍ ）
補           正           係           数  

5
0.99

30(15)

P1125～P1605

80

10
0.98

15
0.97

20
0.96

25
0.95

30
0.94

■配管距離の制限値

最大片道長さ(実長)(１) (ｍ)

高  さ  方  向 (２)  (ｍ)

注(1)　表中の数値は室内，室外ユニット間の配管片道長さを示します。
注(2)　(　)は室外ユニットが室内ユニットよりも下にある場合を示します。

項目

形式

 (4) 風量変更時の能力補正係数

風            量

能力補正係数

P急

1.00

弱

0.95

冷暖房能力算出方法

●例１…暖房
      形式：FDTV1405HA5S，風量：P急，
      室外湿球温度：1℃ＷＢ，室内乾球温度：23℃ＤＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：10ｍ
                                                  (室外ユニットが上)

●例2…冷房
      形式：FDTV1405HA5S，風量：P急，
      室外乾球温度：32℃DＢ，室内湿球温度：19℃WＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：5ｍ
                                                  (室外ユニットが下)

この場合の暖房能力：

14.5 × 0.97 ×  0.998 × 0.98 × 1.0 ≒ 13.7kW

FDTV1405HA5S
最大暖房低温能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
10m

この場合の冷房能力：

12.5 × 1.02 ×  0.947 × 0.99 × 1.0 ≒ 11.9kW

FDTV1405HA5S
定格冷房能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
5m
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（ 　　　　　　　　　　　　　　 ）

運転音は，JIS規格に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は，

周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくなるのが普通です。

測定条件：JIS B 8616
マイク位置：本体前方1m・高さ1m

6. 運 転 音

⑴　室内ユニット
技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

⑵　室外ユニット

FDCVP1125HA

冷房

オクターブ中心周波数 (Hz)

音
圧

レ
ベ
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d
B

) 
(標
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×
1

0
-5
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a
)

 

N30

N40

N20

N50

N60

N70
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音
圧

レ
ベ
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7. 電 気 配 線 図
⑴　室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。
⑵　室外ユニット

PCA001Z835

名
  称

記
 号

圧
縮
用
電
動
機

補
助
継
電
器（

CH
用
）

送
風
用
電
動
機

高
圧
圧
力
開
閉
器（
保
護
）

Th
o-

A

20
S

63
H1

52
X1

CH CM FM
o

吸
込
温
度
セン
サ（
外
温
）

四
方
切
換
電
磁
弁

クラ
ンク
ケ
ース
ヒー
タ

LE
D2

LE
D1

表
示
灯（
赤
ー
点
検
表
示
）

表
示
灯（
緑
ー
マイ
コン
正
常
表
示
）

Cn
A～

Z

F1
,2

コ
ネク
タ

ヒュ
ーズ

Th
o-

R1
,2

Th
o-

D

Th
o-

S

TBPS
L

CT

吸
入
管
温
度
セン
サ

低
圧
セン
サ

電
流
セン
サ

端
子
台

吐
出
管
温
度
セン
サ

熱
交
温
度
セン
サ

DM
ダイ
オ
ード
モ
ジュ
ー
ル

電
子
膨
張
弁（
冷
房
用
）

EE
VC

電
子
膨
張
弁（
暖
房
用
）

EE
VH

SV
2

電
磁
弁（
配
管
洗
浄
用
）

補
助
継
電
器（

20
S用
）

52
X3

L
直
流リ
アク
トル

C
電
解
コン
デン
サ

IP
M

イン
テリ
ジェ
ント
パ
ワー
モ
ジュ
ー
ル

SW
3-

1
デフ
ロス
ト開
始
温
度（
寒
冷
地
／
通
常
）

SW
1

ポン
プダ
ウン
（

ON
／

OF
F）

SW
3-

4
SW

5-
1

SW
5-

2

試
運
転
冷
暖
切
換

既
設
配
管
対
応

既
設
配
管
洗
浄
運
転

SW
3-

2
防
雪フ
ァン
制
御

SW
3-

3
試
運
転（

ON
／

OF
F）

SW
7-

3
サ
イレ
ント
モ
ード

OF
F
防
雪フ
ァン
制
御
　
無

試
運
転
　
試
運
転

試
運
転
　
冷
／
暖
　
暖
房

既
設
配
管
制
御
　
有
効

試
運
転
　
通
常
運
転

試
運
転
　
冷
／
暖
　
冷
房

既
設
配
管
制
御
　
無
効

SW
3-

3

SW
3-

4

SW
5-

1
OF

F

OF
F

ONON OF
F

ONポン
プダ
ウン
制
御
　

ON
／

OF
F

降雪
地域
デフ
ロス
ト条
件　
強化

防
雪フ
ァン
制
御
　
有

降雪
地域
デフ
ロス
ト条
件　
通常

SW
1

SW
3-

1

SW
3-

2

記
 号

ON ONOF
F

名
 称

30
A,

30
mA

,0.
1s

ec
以
下

漏電
しゃ
断器
定格
電流

VP
16

0

機
  種

配線
用し
ゃ断
器

開閉
器容
量

手
 元

 開
 閉

 器

30
A

30
A

B種
ヒュ
ーズ

5.5
mm

2 X3

太さ
 X 
本数
電

 源
 配

 線

30
A

定
格
電
流

こう
長

φ
1.6アー
ス
線

内
外
接
続
線

太さ
 X

 本
数

太さ

M5ねじ

VP
14

0
VP

11
2

30
m

室内
ユニ
ット
がF

DU
,FD

Rの
場合

※V
P1

60
のF

DR
組合
せの
場合
、25

m

2.0
mm

2
X3

（7
0m
まで
）

3.5
mm

2
X3

（1
05

mま
で）

40
A,

10
0m

A,
0.1

se
c以
下

VP
16

0

機
  種

配線
用し
ゃ断
器

開閉
器容
量

手
 元

 開
 閉

 器

60
A

40
A

B種
ヒュ
ーズ

5.5
mm

2 X3

太さ
 X 
本数電
 源

 配
 線

40
A

定
格
電
流

こう
長

φ
2.0アー
ス
線

内
外
接
続
線

太さ
 X

 本
数

太さ

M5ねじ

VP
14

0
VP

11
2

26
m

漏電
しゃ
断器
定格
電流

配
管
洗
浄
運
転
　
有
効

配
管
洗
浄
運
転
　
無
効

SW
5-

2
OF

F
ON

2.0
mm

2
X3

（7
0m
まで
）

3.5
mm

2
X3

（1
05

mま
で）

※

サ
イ
レ
ント
モ
ー
ド
　
有
効

サ
イ
レ
ント
モ
ー
ド
　
無
効
　

SW
7-

3
OF

F
ON

注（
1）配

線仕
様は
、金
属管
また
は合

成樹
脂管

配線
で、
管内

に3
本以
下で
電圧

降下
2％
とし
た場

合を
示し
ます
。

　（
2）室

内外
接続

線は
、3心

ケー
ブル
を使
用し
てく
ださ
い。

　　
 　
太さ
は2

.0m
m

2 以
上で
す。

●
記
号
説
明

PC
B1

PC
B2

PC
B3

U（
アカ

）

V（
シロ

）

W（
アオ

）

●
圧
縮
機
端
子
配
置
図

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

, 1
4

0
5

H
A

, 1
6

0
5

H
A
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室外:FDCVP1125HA

室内:FDTZP1605S

FDTV1125HA5S

3.0

3.5

3.5

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

M5

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

40A, 100mA,
0.1sec以下

30

60

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

26m40 40

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTWZP1405S

FDTWV1125HA5S

室外:FDCVP1125HA

室内:FDRZP1125S

FDRV1125HA5S

3.5

室外:FDCVP1125HA

室内:FDUZP1125S

FDUV1125HA5S

3.5

5.5mm2×3

室外:FDCVP1125HA

室内:FDEZP1605S

FDEV1125HA5S

4.4
30A, 30mA,
0.1sec以下

30m30 30

30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30 30

30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30 30

60
40A, 100mA,
0.1sec以下

40 40

室外:FDCVP1125HA

室内:FDKZP1125S

FDKV1125HA5S

3.5

室外:FDCVP1125HA

室内:FDFZP1605S

FDFV1125HA5S

4.2

30m
室外:FDCVP1405HA

室内:FDTZP1605S

FDTV1405HA5S

5.0

室外:FDCVP1405HA

室内:FDTWZP1405S

FDTWV1405HA5S

4.7

26m
室外:FDCVP1405HA

室内:FDRZP1605S

FDRV1405HA5S

4.7 5.5mm2×3

室外:FDCVP1405HA

室内:FDUZP1605S

FDUV1405HA5S

4.6

室外:FDCVP1405HA

室内:FDEZP1605S

FDEV1405HA5S

5.2 30m

室外:FDCVP1405HA

室内:FDESZVP1404B

FDESV1405HA4B

5.0

室外:FDCVP1405HA

室内:FDFZP1605S

FDFV1405HA5S

8. 電源・配線仕様

（電気特性についてはそれぞれの形式の仕様をご覧ください。）

ヒータレス冷暖房機 

《標準仕様》 

■三相200V機 

シ
リ
ー
ズ

112

シ
リ
ー
ズ

140

8. 電 源・配 線 仕 様
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室外:FDCVP1605HA

室内:FDTZP1605S

FDTV1605HA5S

5.2

6.7

6.1

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

M5

φ1.6mm

30m φ1.6mm

φ2.0mm

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

40A, 100mA,
0.1sec以下

30

30 3030

40 4060

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

25m

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTWZP1605S

FDTWV1605HA5S

室外:FDCVP1605HA

室内:FDRZP1605S

FDRV1605HA5S

5.9 26m

5.5mm2×3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDUZP1605S

FDUV1605HA5S

5.9

室外:FDCVP1605HA

室内:FDEZP1605S

FDEV1605HA5S

6.9

30A, 30mA,
0.1sec以下

室外:FDCVP1605HA

室内:FDFZP1605S

FDFV1605HA5S

《標準仕様》 

■三相200V機 

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTZP635S x 2

FDTV1125HPA5S

3.1

3.6

3.5

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

30m φ1.6mm30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTWZP565S x 2

FDTWV1125HPA5S

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTSZP635S x 2

FDTSV1125HPA5S

3.3 26m

5.5mm2×3
室外:FDCVP1125HA

室内:FDRZP635S x 2

FDRV1125HPA5S

3.5 25m

室外:FDCVP1125HA

室内:FDUZP635S x 2

FDUV1125HPA5S

3.8

室外:FDCVP1125HA

室内:FDEZP565S x 2

FDEV1125HPA5S

《ツイン仕様》 

■三相200V機 

4.0

室外:FDCVP1125HA

室内:FDKZP565S x 2

FDKV1125HPA5S

3.3

室外:FDCVP1125HA

室内:FDFZP635S x 2

FDFV1125HPA5S

シ
リ
ー
ズ

160

シ
リ
ー
ズ

112
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室外:FDCVP1405HA

室内:FDTZP715S x 2

FDTV1405HPA5S

4.2

4.8

4.7

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1405HA

室内:FDTWZP805S x 2

FDTWV1405HPA5S

室外:FDCVP1405HA

室内:FDTSZP805S x 2

FDTSV1405HPA5S

4.5

25m5.5mm2×3
室外:FDCVP1405HA

室内:FDRZP805S x 2

FDRV1405HPA5S

4.5

室外:FDCVP1405HA

室内:FDUZP805S x 2

FDUV1405HPA5S

4.2

室外:FDCVP1405HA

室内:FDEZP805S x 2

FDEV1405HPA5S

4.2 30m

室外:FDCVP1405HA

室内:FDKZP1125S x 2

FDKV1405HPA5S

4.8

室外:FDCVP1405HA

室内:FDFZP805S x 2

FDFV1405HPA5S

《ツイン仕様》 

■三相200V機 

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTZP805S x 2

FDTV1605HPA5S

4.7

6.3

6.2

30m φ1.6mm

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ2.0mm40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

φ1.6mm30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTWZP805S x 2

FDTWV1605HPA5S

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTSZP805S x 2

FDTSV1605HPA5S

5.7

25m
室外:FDCVP1605HA

室内:FDRZP805S x 2

FDRV1605HPA5S

5.7 5.5mm2×3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDUZP805S x 2

FDUV1605HPA5S

5.4

室外:FDCVP1605HA

室内:FDEZP805S x 2

FDEV1605HPA5S

5.2

室外:FDCVP1605HA

室内:FDESZVP804B x 2

FDESV1605HPA4B

5.5

30m

室外:FDCVP1605HA

室内:FDKZP1125S x 2

FDKV1605HPA5S

5.9

室外:FDCVP1605HA

室内:FDFZP805S x 2

FDFV1605HPA5S

シ
リ
ー
ズ

140

シ
リ
ー
ズ

160
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室外:FDCVP1605HA

室内:FDTZP635S x 3

FDTV1605HTA5S

4.7

5.4

5.7

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

25m40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

30m30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTWZP565S x 3

FDTWV1605HTA5S

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTSZP505S x 3

FDTSV1605HTA5S

6.2

5.5mm2×3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDRZP565S x 3

FDRV1605HTA5S

5.4

室外:FDCVP1605HA

室内:FDEZP565S x 3

FDEV1605HTA5S

5.3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDKZP565S x 3

FDKV1605HTA5S

《トリプル仕様》 

■三相200V機 

シ
リ
ー
ズ

160



－ 47－

●　ハイパーインバータシリーズ
　⒜ 耐震データ
　　⒤ 室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

技術資料4-525-1-D,  4-528-1-Dをご覧ください。

9. 防振設計用参考資料

FDCVP1125HA
FDCVP1405HA
FDCVP1605HA

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

ⅱ 室外ユニット

970×370×1050 86 387 196 415410210200180580384

注（１）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

・P1125～P1605HA形

重
心

重
心

Ｙ

Ｙ２ Ｙ１

Z

L２

Ｘ

Ｘ２ Ｘ１

L１

1070×690×210 530 506 516 1022 302 185 105 290 9228

1600×893×379 675 692 1634 382 357 474 831 18389

603 621 783

942

1404 343 315 215 530 12054

1320×690×210 638 614 658 1272 302 185 105 290 9333

1620×690×250 814 790 782 1572 334 153 137 290 11043

430 448 538 986 275 247 225 472 12534950×635×280

300 318 468 786 275 247 225 472 11529750×635×280

製品外形寸法
幅×奥行×高さ
（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

Ｆ
Ｄ
U
シ
リ
ー
ズ

Ｆ
Ｄ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ

1370×738×280

2000×830×350

1540×695×295

1000 995 995 1990 380 180 220 400 175110

770 788 788 1576 300 205 295 500 15066
69

Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

シ
リ
ー
ズ

FDUZVP504B
FDUZVP564B
FDUZVP634B
FDUZVP714B
FDUZVP804B
FDUZVP1124B
FDUZVP1404B
FDUZVP1604B
FDUVXP2244
FDUVXP2804
FDEZVP404B
FDEZVP454B
FDEZVP504B
FDEZVP564B
FDEZVP634B
FDEZVP714B
FDEZVP804B
FDEZVP1124B
FDEZVP1404B
FDEZVP1604B
FDEVP2243AG
FDEVXP2803AＧ
FDESZVP804B
FDESZVP1404B

注（１）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

FDE形FDU形

重心

重心

L1

X1X2

Z

Y
X

L2

Y2 Y1

FDCVP405HK
FDCVP455HK
FDCVP505HK
FDCVP565HK
FDCVP635HK
FDCVP405H
FDCVP455H
FDCVP505H
FDCVP565H
FDCVP635H
FDCVP805HK, 805H
FDCVP1125H
FDCVP1405H
FDCVP1605H
FDCVP2244H
FDCVP2804H

製品外形寸法
幅×奥行×高さ
（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

800（＋71）×290×640

47

46

510292 91 419 152 158 154.5 292312.5

・P405～P635形

重心重心

Ｙ

Ｙ２ Ｙ１

Z

L２

Ｘ

Ｘ２ Ｘ１

L１

Ｌ１

Ｘ2

Ｘ

Y2

Y

Z重心 重心

Ｘ１

Ｌ2

Y１

ⅱ 室外ユニット

970×370×845 70 382 181 399 580 187 207 203 410 382

970×370×1300 98 390 190 560410197213193580390

970×370×1505 165 387 187 659410208202181580410

・P805形 ・P1125 ～ P1605, P2244,P2804形

FDRZP565S（P40, P45, P50設定）
FDRZP565S（P56設定）
FDRZP635S
FDRZP805S
FDRZP1125S
FDRZP1605S（P140設定）
FDRZP1605S（P160設定）
FDUZP565S
FDUZP635S
FDUZP805S
FDUZP1125S
FDUZP1605S（P140設定）
FDUZP1605S（P160設定）
FDUVP2245
FDUVP2805
FDKZP565S（P40, P45設定）
FDKZP565S（P50, P56設定）
FDKZP635S
FDKZP1125S

形　　式

項　　目
送風機回転数（1）（2）（min-1）

1040
1046
1080
1230
1260
1350
1570
1070
980
1120
980
1020
1200

1370

1065
1200
850
1400

⒝ 防振データ
ⅰ 室内ユニット

注（１）P急運転時の数値を示します。ただし，FDE224，280形および
　　　　FDU224，280形は急運転時の数値です。
   （２）FDR，FDUシリーズは機外静圧10Paでの数値を示します。

FDTZP635S, 715S
FDTZP805S
FDTZP1605S
FDTWZP565S
FDTWZP635S, 805S（P71設定）
FDTWZP805S（P80設定）
FDTWZP1405S
FDTWZP1605S
FDTSZP505S（P40, P45設定）
FDTSZP505S（P50設定）
FDTSZP635S（P56設定）
FDTSZP635S（P63設定）
FDTSZP805S（P71設定）
FDTSZP805S（P80設定）
FDEZP565S
FDEZP635S
FDEZP805S
FDEZP1605S（P112設定）
FDEZP1605S（P140設定）
FDEZP1605S（P160設定）
FDEVP2243AG
FDEVXP2803AG

630

770
950
995
1120
1050
1080
995
1140
1170
1278
1345
1412
1170
1230
1330
1075
1200
1250

840/880

形　　式

項　　目

（50/60Hz）

送風機回転数（1）（min-1）

6600

7200

970

970

（冷房/暖房）

FDCVP1125HA
FDCVP1405HA
FDCVP1605HA

形　　式

項　　目
圧縮機回転数
（min-1）

送風機回転数
（min-1）

注（１）急運転時の数値を示します。

ⅱ 室外ユニット
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⑴　シングル形

10. 冷媒配管系統図

P1125～P1605形

P405～P635形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ
ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R,R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1125～P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

空
気
熱
交
換
器

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)
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P1125～P1605形

P405～P635形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ
ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R,R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1125～P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

空
気
熱
交
換
器

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)

P1125～P1605形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

ガス分岐管

分岐管（別売品）
ろう付

分岐管（別売品）
ろう付

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

1604形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

63H1
高圧圧力開閉器

(LPT)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(SM2)

   電子膨張弁
(冷房用)(SM1)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

(ThI-A)

(ThI-R2)

(ThI-R1)

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(THI-R)

室外熱交温度センサ(THo-R)
吐出管温度センサ(THo-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
804～1604形

1.0 ON/10 OFF (℃)…冷房時フロスト防止
63 ON/56 OFF (℃)…暖房時過負荷保護

65 ON/51 OFF (℃)…暖房時過負荷保護
63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護 115 ON/85 OFF (℃)…暖房時過負荷保護

4.15開/3.15閉(℃)…高圧保護
0.079 ON/0.227 OFF (℃)…低圧保護

設　定　値

異径継手

異径継手

（P80，P112のみ）

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

液分岐管

P80,P112:φ12.7
P140,P160:φ15.88）（

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)

⑵　ツイン形
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804～1604形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

63H1
高圧圧力開閉器

(LPT)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(SM2)

   電子膨張弁
(冷房用)(SM1)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(ThI-A)

(ThI-R2)

(ThI-R1)

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

P1605形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ12.7)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

ガス分岐管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

異径継手

異径継手

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

分岐管（別売品）
ろう付

分岐管（別売品）
ろう付

(φ9.52)
液分岐管

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)

⑶　トリプル形P1125～P1605形

P405～P635形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ
ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R,R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

空
気
熱
交
換
器

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)
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11. 据 付 関 連 事 項
⑴　室内ユニット ,  ワイヤードリモコンの据付

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。
⑵　室外ユニットの据付

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r 

us
e 

on
ly

 in
 J

ap
an

 a
nd

 c
an

no
t 

be
 u

s

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

,  
1

4
0

5
H

A
,  

1
6

0
5

H
A

 　

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

rie
s.

 N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ａ
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ｂ
３

ｍ
未

満
３

ｍ
以

上
１

０
ｍ

以
下

配
管

総
長

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0
Ｌ

L+
L1

+
L2

－ －

8
0

m
以

下

8
0

m
以

下

L+
L1

+
L2

+
L3

L+
La

+
L1

+
L2

+
L3

主
管

長
V

P
11

2
，V

P
1

4
0

V
P

16
0

Ｌ
Ｌ

Ｌ
L

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
間

の
片

道
長

さ
5

m
以

下
－

－

－
－

－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満

L1
-L

2
，

L2
-L

3
，

L3
-L

1
〈

使
用

不
可

〉
3

m
以

上
1

0
m

以
下

L1
－（

La
＋

L2
）,

 L1
－（

La
＋

L3
）

第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0

.5
m

以
下

h
h1

，
h2

，
h3

h1
，

h2
，

h3

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

16
0

警
　

　
告

吸
込

吸
込

吹
出

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

L 3
L2

L4 L1

2
0

0
1

9
0

5
8

0

20410
20

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

1
0

～
1

2
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
吹

出

吸
込

根
入

り
を

深
く

す
る

50
0以

上

室
内

ユ
ニ

ット L1
L2

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
室

内
ユ

ニ
ット L1

L2

L3

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場

合

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）
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8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
P

1
1

2
P

1
4

0
P

1
6

0

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

,L
3

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量
分

岐
管

セ
ッ

ト
冷

媒
配

管（
分

岐
管

La
）

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

）
分

岐
管

セ
ッ

ト
冷

媒
配

管（
分

岐
管

L2
,L

3
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

ト
リ

プ
ル

機
　

図
A

ト
リ

プ
ル

機
　

図
B

 
φ

1
2

.7
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
2

.7
 

φ
6

.3
5

 φ
1

2
.7

   
φ

9
.5

2
 φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2

 
φ

1
2

.7
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
2

.7
 

φ
6

.3
5

D
IS

-T
A

1G
 

ガ
ス

管
 

液
管

 
ガ

ス
管

 
液

管
 

ガ
ス

管
 

液
管

－
－

－
－

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

P
5

0
×

3

P
5

0
×

3

D
IS

-W
A

1G

D
IS

-W
A

1G

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6

.3
5

 
9

.5
2

 
1

2
.7

 
1

5
.8

8
最

小
配

管
肉

厚
［

m
m

］
 

0
.8

 
0

.8
 

0
.8

 
1

.0
配

管
材

質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

　
C

1
2

2
0

Ｔ
、

JI
S

 Ｈ
3

3
0

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

0
ー

0
.4

Ａ

9
.1

1
3

.2
1

6
.6

1
9

.7

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
）の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
付

ト
ル

ク
 (

N
・

m
)

工
具

の
推

奨
腕

長
さ

(m
m

)

φ
6

.3
5

 （
1

/4
"）

 
1

4
～

1
8

 
4

5
～

6
0

 
1

5
0

φ
9

.5
2

 （
3

/8
"）

 
3

4
～

4
2

 
3

0
～

4
5

 
2

0
0

φ
1

2
.7

 （
1

/2
"）

 
4

9
～

6
1

 
3

0
～

4
5

 
2

5
0

φ
1

5
.8

8（
5

/8
"）

 
6

8
～

8
2

 
1

5
～

2
0

 
3

0
0

引
っ

掛
部（

右
）

引
っ

掛
部（

左
）

パ
テ

ま
た

は
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

P
S

C
01

2D
11

3

当
て

板

架
台

重
い

後
方

向
接

続

下
方

向
接

続

右
横

方
向

接
続

前
方

向
接

続



－ 52－

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r 

us
e 

on
ly

 in
 J

ap
an

 a
nd

 c
an

no
t 

be
 u

s

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

,  
1

4
0

5
H

A
,  

1
6

0
5

H
A

 　

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

rie
s.

 N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ａ
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ｂ
３

ｍ
未

満
３

ｍ
以

上
１

０
ｍ

以
下

配
管

総
長

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0
Ｌ

L+
L1

+
L2

－ －

8
0

m
以

下

8
0

m
以

下

L+
L1

+
L2

+
L3

L+
La

+
L1

+
L2

+
L3

主
管

長
V

P
11

2
，V

P
1

4
0

V
P

16
0

Ｌ
Ｌ

Ｌ
L

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
間

の
片

道
長

さ
5

m
以

下
－

－

－
－

－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満

L1
-L

2
，

L2
-L

3
，

L3
-L

1
〈

使
用

不
可

〉
3

m
以

上
1

0
m

以
下

L1
－（

La
＋

L2
）,

 L1
－（

La
＋

L3
）

第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0

.5
m

以
下

h
h1

，
h2

，
h3

h1
，

h2
，

h3

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

16
0

警
　

　
告

吸
込

吸
込

吹
出

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

L 3
L2

L4 L1

2
0

0
1

9
0

5
8

0

20410
20

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

1
0

～
1

2
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
吹

出

吸
込

根
入

り
を

深
く

す
る

50
0以

上

室
内

ユ
ニ

ット L1
L2

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
室

内
ユ

ニ
ット L1

L2

L3

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場

合

冷
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管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］
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.0
配
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質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。

※
リ

ン
脱

酸
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継
目

無
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代
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Ｂ
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ｍ
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銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
）の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m
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°
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締
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長
さ
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m
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接
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方
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ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。
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ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ａ
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ｂ
３

ｍ
未

満
３

ｍ
以

上
１

０
ｍ

以
下

配
管

総
長

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0
Ｌ

L+
L1

+
L2

－ －

8
0

m
以

下

8
0

m
以

下

L+
L1

+
L2

+
L3

L+
La

+
L1

+
L2

+
L3

主
管

長
V

P
11

2
，V

P
1

4
0

V
P

16
0
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Ｌ
L

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
間

の
片

道
長

さ
5

m
以

下
－

－

－
－

－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満

L1
-L

2
，

L2
-L

3
，

L3
-L

1
〈

使
用

不
可

〉
3

m
以

上
1

0
m

以
下

L1
－（

La
＋

L2
）,

 L1
－（

La
＋

L3
）

第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0

.5
m

以
下

h
h1

，
h2

，
h3

h1
，

h2
，

h3

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

16
0

警
　

　
告

吸
込

吸
込

吹
出

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

L 3
L2

L4 L1

2
0

0
1

9
0

5
8

0

20410
20

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

1
0

～
1

2
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
吹

出

吸
込

根
入

り
を

深
く

す
る

50
0以

上

室
内

ユ
ニ

ット L1
L2

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
室

内
ユ

ニ
ット L1

L2

L3

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場

合

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）

φ
1

2
.7

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
φ

1
2

.7
 

φ
6

.3
5

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

D
IS

-W
A

1G

P
5

6
×

2
P

7
1

×
2

P
8

0
×

2

 
ガ

ス
管

 
液

管
 

ガ
ス

管
 

液
管

 
ガ

ス
管

 
液

管
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
 

フ
レ

ア
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
 

φ
1

5
.8

8
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2
P

1
1

2
P

1
4

0
P

1
6

0

分
岐

管
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岐
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ユ
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容

量
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岐
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配
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岐
管
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冷
媒

配
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分
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岐
管

セ
ッ
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岐
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,L

3
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

ト
リ

プ
ル

機
　

図
A

ト
リ

プ
ル

機
　

図
B

 
φ

1
2

.7
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
2

.7
 

φ
6

.3
5

 φ
1

2
.7

   
φ

9
.5

2
 φ

1
5

.8
8

 
φ

9
.5

2

 
φ

1
2

.7
 

φ
9

.5
2

 
φ

1
2

.7
 

φ
6

.3
5

D
IS

-T
A

1G
 

ガ
ス

管
 

液
管

 
ガ

ス
管

 
液

管
 

ガ
ス

管
 

液
管

－
－

－
－

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

P
5

0
×

3

P
5

0
×

3

D
IS

-W
A

1G

D
IS

-W
A

1G

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6

.3
5

 
9

.5
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2
.7

 
1

5
.8

8
最

小
配

管
肉

厚
［

m
m

］
 

0
.8

 
0

.8
 

0
.8

 
1

.0
配

管
材

質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。
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ン
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酸
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継
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管
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代
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Ｂ
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ｍ
ｍ
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銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
）の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
付

ト
ル

ク
 (

N
・

m
)

工
具

の
推

奨
腕

長
さ

(m
m

)

φ
6

.3
5

 （
1

/4
"）

 
1

4
～

1
8

 
4

5
～

6
0

 
1

5
0

φ
9

.5
2

 （
3

/8
"）

 
3

4
～

4
2

 
3

0
～

4
5

 
2

0
0

φ
1

2
.7

 （
1

/2
"）

 
4

9
～

6
1

 
3

0
～

4
5

 
2

5
0

φ
1

5
.8

8（
5

/8
"）

 
6

8
～

8
2

 
1

5
～

2
0

 
3

0
0

引
っ

掛
部（

右
）

引
っ

掛
部（

左
）

パ
テ

ま
た

は
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

P
S

C
01

2D
11

3

当
て

板

架
台

重
い

後
方

向
接

続

下
方

向
接

続

右
横

方
向

接
続

前
方

向
接

続



－ 54－

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r 

us
e 

on
ly

 in
 J

ap
an

 a
nd

 c
an

no
t 

be
 u

s

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

,  
1

4
0

5
H

A
,  

1
6

0
5

H
A

 　

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

rie
s.

 N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機
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Ａ
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リ
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ル
機
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+
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管
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V
P
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Ｌ
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第
1
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岐
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片
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さ
5

m
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－
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－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満
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2
，
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，
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〈
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用
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可

〉
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m
以

上
1

0
m
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－（
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＋

L2
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 L1
－（
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＋
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第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
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の

片
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長
さ

の
差
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0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ
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間
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高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ
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が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0
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m

以
下
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，
h2

，
h3
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，

h2
，

h3
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巾
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ひ
ろ
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す
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吹
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吸
込
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深
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す
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室
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ニ
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り
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H

室
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ニ
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ニ
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h
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H
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ニ
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室
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ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ
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h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
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2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場
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冷
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配
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主
管
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管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径
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O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。
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従
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時
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～

0
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0
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.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
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 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
） の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
付

ト
ル

ク
 (

N
・

m
)

工
具

の
推

奨
腕

長
さ

(m
m

)

φ
6

.3
5

 （
1

/4
"）

 
1

4
～

1
8

 
4

5
～

6
0

 
1

5
0

φ
9

.5
2

 （
3

/8
"）

 
3

4
～

4
2

 
3

0
～

4
5

 
2

0
0

φ
1

2
.7

 （
1

/2
"）

 
4

9
～

6
1

 
3

0
～

4
5

 
2

5
0

φ
1

5
.8

8（
5

/8
"）

 
6

8
～

8
2

 
1

5
～

2
0

 
3

0
0

引
っ

掛
部（

右
）

引
っ

掛
部（

左
）

パ
テ

ま
た

は
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

P
S

C
01

2D
11

3

当
て

板

架
台

重
い

後
方

向
接

続

下
方

向
接

続

右
横

方
向

接
続

前
方

向
接

続



－ 55－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
FD

C
J＊

＊
＊

H
、

H
A

、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び



－ 56－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
FD

C
J＊

＊
＊

H
、

H
A

、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び



－ 57－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
FD

C
J＊

＊
＊

H
、

H
A

、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び



－ 58－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
FD

C
J＊

＊
＊

H
、

H
A

、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び




